
別記第７号様式

◇ 苦労した点

◇ 苦労した点特に工夫した点

◇ 苦労した点現場で得られたやりがいや達成感

◇ 苦労した点建設業の将来を担う若手技術者や学生に対し伝えたいこと

　【工事概要】

　公共工事はインフラ整備を主たる目的としたものだが、工事を通した人との繋がり
や地域づくりで交流の場の創出に繋がるので、対話（ソフト面）を重視することも大
切である。

アートサインの設置によるイメージアップ

　住宅地に隣接して施工を行う複数の事業の一つであったため、事前に工事説明会を
開催して情報提供を行い、理解を得るために、地域住民ファーストの視点で安全安心
に施工を行った点。

　公園利用者等への積極的な挨拶等の声掛けを行いイメージアップに努めた。また
アートサインの設置を行い、園児等の通園時の立寄りスポットとして活用される現場
環境づくりを心掛けた点。

写真
（※左記感想用の施工中写真など）

　篠崎公園地区の、高台まちづくり事業の一環として、震災時のみならず水害時にも
対応できる公園整備に携われたことで、やりがいと達成感を得ることができた。

　【受注者の声】

　【表彰理由】（※発注者側評価）

【受注者名】

【主たる技術者名】

東部公園緑地事務所

株式会社杉山造園建設

監理技術者　杉山真樹

【 No.１ 】

写真
（※工事概要説明用）

写真
（※工事概要説明用）

令和６年度　建設局優良工事等

　国土交通省・江戸川区と共同で進めている篠崎公園地
区「高台まちづくり事業」の実施に伴う既存の駐車場の
閉鎖に合わせて、代替施設として都立篠崎公園の既開園
地内に駐車場を新設した。

　各工種の出来形の管理精度が高く、工事写真の撮影や品質
管理資料（試験結果や伝票等）の記録を的確に行うなど、現
場、書類を通して高い水準の施工管理を実施した。
　工事現場のイメージアップや速やかな苦情対応など、地域
住民の理解を得るための工夫や配慮を積極的に行った。

施工後施工前

顔写真
（技術者）

令和4年6月6日から令和5年6月6日まで

【 件　名 】

【工事場所】

【 工　期 】

篠崎公園A地区駐車場整備工事

東京都江戸川区上篠崎一丁目地内

【事務所名】


